
墨 田 区（報道） 

                  令和４年7月1日 佐藤 

～ “友好都市”鹿沼市産の『お米』で墨田区の子育て世帯の暮らしをサポート！ ～ 

子育て世帯の生活を支援する新
事業を開始！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
《写真》 
①収穫前の田んぼと特急列車          ②配布予定の「とちほのか」（写真は５kg袋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
             （画像提供：鹿沼市） 
 

（画像提供：ＪＡ全農とちぎ）  

区は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、物価高騰等の影響も重なり、児童の食

費などの負担増が懸念される子育て世帯に対し、生活支援として子ども一人につき１０キログラム

のお米を配布する「子育て世帯生活支援追加支援事業」を開始した。 

同事業は、「令和４年度子育て世帯生活支援特別給付金」が支給された世帯を対象としており、区

独自の支援事業として実施する。財源は、新型コロナウイルス対応地方創生臨時交付金を活用し、

事業期間は令和５年３月末までとなる。対象となるのは約３，７００世帯で、児童数は約５，８０

０人となる。 

今回配布されるお米は、墨田区の友好都市である栃木県鹿沼市産のものが使用される。同市と区

の交流の歴史は長く、昭和５３年度に旧粟野町に校外学習施設を開設して以来、交流が活発に行わ

れてきた。今回実施される事業をきっかけに、観光なども含め、さらなる都市間交流の推進も図る。 

本事業で送付するお米は、鹿沼市のブランド米『とちほのか』を予定している。（銘柄は変更にな

る場合がある。）炊飯時のツヤ、ふっくらと弾力のある粘りが特徴である。 

対象となる世帯に対しては、７月中旬より順次案内を送付し、対象者は、申請期限（令和５年３

月３１日）までの好きなタイミングに、同封されるＱＲコードを読み込むことで、スマートフォン

などから申し込むことができる。そのため、いま食べているお米を食べきるタイミングを見計らっ

て配送してもらう、といった各家庭の状況に応じた柔軟な対応が可能となる。 

区の担当者は、「この事業を通して、少しでも子育て世帯の負担軽減につなげていきたい。鹿沼市

のご協力のおかげで、友好都市の農産物を区の事業で配布するという珍しい取り組みを実現するこ

とができてよかった。」と話す。 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 



 
 
《本事業に関する墨田区長と鹿沼市長のコメント》 
 【墨田区 山本 亨 区長】 
   友好都市としてこれまで長い間交流を深めてきた鹿沼市のご協力をいただき、区の事業で新たに

連携することができ、とてもうれしく思っています。 
鹿沼市で収穫されたおいしいお米「とちほのか」を、墨田区の子育て世帯の食卓に届け、物価高

騰による家計負担の軽減に少しでもつながれば幸いです。 
 【鹿沼市 佐藤 信 市長】 
   令和元年東日本台風では、被災した本市に、墨田区から作業車とともに職員の派遣をいただいた

ご恩もあり、お役に立てて幸いです。今回の取組を通して、今後も両自治体の交流を深めたいと考

えています。 
墨田区の皆様には、鹿沼のお米をおいしく召し上がっていただき、産地である鹿沼市まで足を運

んでいただけることを願っています。 
 
《参考》鹿沼市との友好都市連携について 

区と鹿沼市は、昭和53年度に旧粟野町（平成18年に鹿沼市と合併）に校外学習施設「あわの自
然学園」（現在は閉鎖）を開設して以来、スポーツを通じた青少年交流や区内イベントへの参加等の

区民交流が活発に行われてきた。 
平成24年10月に「友好交流・協力協定」を締結し、現在も友好都市として交流を続けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（画像提供：鹿沼市） 
 

《問合せ》墨田区子育て支援課 ℡ 03-5608-6084（子育て世帯生活支援追加支援事業について） 
     墨田区文化芸術振興課 ℡ 03-5608-1459（友好都市連携について） 

☆お問い合わせは午後５時までにお願いします。（墨田区広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 


